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性 を み つ め る  

あかね会土結構院綻帰人科暦歳 河 野 美代子   

否と†Jて、し上知らぬ省とJ）什を美子」■■する十に   

‖会うと、件をこのように軽くさせてしま「   

ナニのは、耽々人ノ、、仁のナ、ご、と申し訳仁い気持ち   

に左る．「でも、お金を媒介として、少女たイ）   

0）畑丁斗ナろのは、人人レ〕升什である。   

辛‘】＝ポ■の件キ諭しる百吊こ、我々ノ∴ノ、が、・件を   

どうとご，え、どう尖＝しているロ）か、木テレLに   

豊か工作を付きていろひ〕か、ぢ■えてみる／＼き   

ては左し、ナごろう1ゝ。「1分ナニナ）人人を巡る件サ  

社会を棚十けしたまま、ナー，＝ネの性を諭⊥、月   

の件キ・そ「ナ〕のけにして、打の廿を論ずるの  

（ま、もうや杜てほしいとノ上しう。   

リユと止が丁キたずさえ、共に什きていく 小   

で、はし机て双ノノにと√，てl－いい性”が‖ら   

れていくのナ、〔、と、また十分にコミュニケーシ   

∫ン子」革」てない持月納で「／し三を√美子fしたところで、   

決して豊かな伸べ烏侵らけ。、いナごと寸●f者■た†〕、   

町女双カに信えたい。  

そのチリ・弓には、何よりもまで、我々大人の  

什に対すろ意詔長をノ与検し仁ければならない。   

そして、そク）姿勢¢〕小から、はじれて才一，＝老に   

什キ1′ムえていくことが、可能になるのではな   

いかとろえてし、、る。ノー】：者一たちの件の鼎1題は、   

まさにノこ人の性の問題であるといえよう。  

「小て、≠ノトの虹「の非けは  

鞄観顔好   rに壬1え仁い。′表出、ひ一－  

かけなど、必ず年l・．のリjとの性が什一】ている  

から」しけしけ、こレ〕ような詔キl上Hく。しカl  

し、払は、如一川に．じ】、う。kナご∴ナのJ川題だろう  

か？小′ゝデ：時代ナ三けぃF川題ナミ’ろうか？   

■い′、f二びり」ノトにと「て、ノト徒が小′署巧代を、  

何とかプ酢」1：に崩ごしてくれれげ‥‥‥とび〕止しい  

があろのかヰしjl仁いが、イ・付∴一人ひとりに  

とって、L【l′芋峠代は1ミい人ノトク〕流れレト≠1上期  

に購ぎない。Ilノ、r卑ク〕k■山イを桂rにする朔  

性も、二、レ然、小′プ：時代キ通り調ぎてきたので  

ある。J‘い牌えれげ、小、jJ二枚もJそ¢」よう左里  

性キ送り汁，しているLい「がギ1Z）とは∴え左い  

ナ、ミ1ろうか。   

件の車≠洒化は、決して放たけに上1られるの  

ではない。作は、k同寸で失＝する訳でもあ  

～：、まい。リぅがいて、kがいて、その槻係の小  

に什がある1〕．l∴ 月とk、双ノJ▲のナヲ‡1題として  

考▲えられなければなら仁し、と想う。遊びやな  

のた虻〕ロ州二を尖十∫‾するのは、kにとっても弼  

にとっても不幸左ことだ。   

軽く什を「．た子i‘しているニケi，二者を、痛ましいと  

思、う。デートクラブ、テレフォンクラブを研  
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教養講座  

情 報 化 社 会 と 教  

－マルチメディアの中で育つ  

ノ放送ノく′、；ご■教搾 深 谷 昌 志   

去る12月4ナ」、深谷呂志北／卜をお迎えし、圧∴けlイナノい隼センターで教  

養諸種を剛性しました。多数の先／巨ノ」一が′、之消され、ノこ好L拝でした。   

識横内宇‡や′：之講された尤圧ノノの悠魁1などを紹介します。  

講演  内 容か ら  

札は／一イ」けこちの碓かな姿ヰとらえるた妨に、  

アンケート調査た力で†fく、美嘩にイ・棋たち  

の小に飛び込⊥、ことを大U」にしています。   

その中で20年もl拍からl≠出たとノムー，ている  

ことは、テレビ侵どレ〕マスメティアのil㌣伎に  

伴い、r供たナノの群れかくずれてきたことて  

す。しかもそれは＝本仝「R」どこも同様です。  

こ〟〕よう侵ことば、匪界にも例がちりません。  

」／一棋たナル」若干れがくずブLたことにより、人  

印形成にゆがみが圧じています。比較的軽い  

H1題から紳介しましノよう。   

第一は、十供たナ，の運動景が減り、休．りが  

恍卜してきたことです。   

第二∴は、マスメディアを通して知識ほ豊′【Lミキ  

にな一）たが、丁■〟」ひらの甑くらりや＝分が牛  

宿している昆もとの十を知らないイ棋が増力  

てきたことです。   

第三は、一人でいることに慣れてしま「て、  

人問関係の批離のとりノノが卜rに侵一イ二こと  

です。これはいじり）とも関連があ＝ます。   

第四は、これが一番大切左ことですが、ほ  

くだ「て、かたしだってこんなことができる  

という自信がもてなし、子供が出えてきたこと  

です。   

今Flの課題は、学校では今まで通り？力な  

どをつけることを大JJi二にし侵から、その一ノノ  

で地域や家庭に働きかけて、地域の【11に遊ひ  

の群れを河井することだろうと思います。  

〔諸藩内容の後、lく部分を■要約しましたう  

■
受
講
中
の
先
生
方
 
 

受講者の感想  

広い視野から子供を   

多くの保．濫者や教「帖が、「1分ナニナノクイ 

棋時イいこく らべて、今のTl」Lこナニナノか穴き  

く変オ〕「てしま「たと考えていますが軋  

も同感でした。深谷1し什は、情報化什余  

／、＼0〕転穐が、十倶の百ち方に様々の影響  

キJJ一えていることを、わかり羊すく話さ  

れました。廿余の変化や外出の様f一にも  

目を「r」」け、広い視野かぺイ・供を理財し、  

教百を考えていく必要什を痛感しました。   

遊ひの群れ軋再／トキ、十供♂〉く らしの  

基本にかイ・」わる払㌧三‘として受けとめ、  

職｛レ」・人として努力したいと思いま  

た。  

教  

し  

ふ仰仰山抑  

今年も12月の第1木曜日に開催予定   

この教養講哩は／ト権了f招、12ノ〔」ぴ〕第1木曜  

Flに開催する予定にしてし、ます。隼問子」一‘串予  

定等で配慮していただければヰし、です。   
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OHP教材に子供たちも大喜び  提案授業を校内研修とタイアップで実施  

広鈷「て1叫rl新町小学校教諭 周 田 光 芳   

数百センターから講座の捉案授業をとの話  

広島市立安来幼稚L壱】教諭 山 下 京 子   

OHPの効某Fr］定机川はに′〕いて、拒や者  

として研催する橙色余が′」’▲えられました。機帯  

難は敬遠しがナ〉でしナニか、OH Pほ冊甲に楳  

イ′lできます。特にt恒三・八く川りの1‘．木によ一〕て  

楽しい教材ができるところに魅力があ（）ます。  

影絵によるわ言．千、TPシートキ活川した′卜沃  

指や仁と1は、子供た斗に大変善ばれています。  

があり、カイこJ己と知り「つ引き′’受けましナニ。  

♯いなことに講樺と校内研修とを合同で実施  

してもらえたので、教材研究や質料・の開発に  

「Jいてら八同岬究をすることができました。   

今「叫レ〕提案授業は、指導というよりも、「】  

分へのよい刺激にな「たとノ巴、います。  

■
幼
稚
園
教
育
実
技
講
座
 
 

▲小学校社会科指導講座  

研修講座数15g 講座 研修講座指導者の声 延指導者数 38g名  

授業をみつめ直すよい機会になった   

広㍍両立」斐亘学校教諭 山 本 里恵子  

あすの頼某の心配にしても、すんた操業キ  

被爆体験の継承こそ私たちの使命  

広鈷両肌最漣ほ甘辛  原 田 幸 夫   

被爆休験キfi寺］き取り調合した小で、これを  

次の世代に継承することは、札たちの伎府で  

あろと感じました。40年とし、う歳月か言し！憤を  

仁、－ノれさせていますが、休験のも「．新しり」の偉  

jl三りi亘る機会はあまりありません。てし、今  

i・】ト甘車で授業キ」して、′、≠／卜時代に「1分左斗用ノ  

け某を削りたいと燃えていたことキ′【揖、廿〉ノ  

ましナニ。本来、「1分ほ仙をど♂〕ように教えナニ  

い0）かを、じ一・）く り二考え‥l†．すよい樽余に仁「  

たと思います。  

ノニさを柄了博しま  

した。被爆休験  

集作りに終かる  

こと行く、被爆  

体験の什のホが  

†ムわるようなお  

年詩句との“ふ  

れ合いの仏パ′ン  

左どキか両でき  

たらと考■えてい  

ます。  

ト
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
指
導
講
座
 
 

▲平和教育講座   
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那24主ナ  昭和62咋2ノF］  

た え し ま す  

数百相談室か 言）  

○ 与ヰ休的なノノ法に「し、て  

・ まず、Aノミ‘との触れ合いの機会を彰くす   

る。一緒に身休を動かしながご）（ゲーム、   

作業で）話しハう。  

′半級の申にA†モーのて箕枝をドtし；1子するよう仁   

要囚は仁いかを考え、直ほのき「小くナとな   

るようなことがら（学業｛載、いしめ、＝   

き里ぎた丑競争烏ど）があれば、ただナ〕に   

適切仁対応を進める。  

・／kだちから∽はけましがfJ▲幼なiモノ士分もあ   

るが、扶況に即したものでないと逆効果に   

なることもあるので、保護者とよく話し・合   

ったうえで進琉る。  

・ 教科担什、養護教諭左ど仙ク〕教「怖からの   

情報収り三や、指導についての寸書ニ通f【－漸笹吊   

るなど協力態勢づく りをする。  

・ 保護者との連携を粥にする。たナ三、し、登   

校拒否を罪悪視し保護者を古めたりするの   

ではなく、A君一のP㈹離膵決について、・緒   

に考えていこうというノ晶けちを忘れないよ   

うにする。  

・ むやみに登校刺激を上っ一一えるのではなく、   

まず、本人や保護者の情緒の安定を図る。  

・ 木人の／巨百雁や家族関係など、晋景とな   

ることがらにつし、て、保護者とじ「くり話   

し合う。（話しにくい内容の場ハ、仙の教   

師の協力を要請したり、相談機関と連携を   

とi一）ながら和談を進める。）  

◎「巨羊咋の登校如否は、年々1軋加の傾向に   

あります。表面的な理由のみを間し、詰めた   

り、学校に来て くれさえすればよいという   

安易烏考えではなく、本人の成kを保護者   

とともに、援助していこうとし、う姿勢が大   

り」です。   

（広島市教育センター指導王事 橋本 郁）   

Q ト］頃からおとなしいA君（llトーリ＝  

が1か月ぐらい前から∴特別定理両もH  

二）一1らないのに欠席がちになり、も支近は月  

曜日にはほとんど欠席してし、ます。   

登校折否にならないかと必配です。  

A 相談の内木にそって考■えてみると・‥  

○ 小ワ里二 り盈水明」）の牛㌣性としてR分や牒   

脚の人たちの甘面が上1え始朽、そこに疑問   

ノ【fi、や丞イ言感をでよえたり、臼信を喪失してく   

る場合があります。A子ミの心にも、その変   

容が起こってし、るとも考えられます。  

○ おとなしし、ということば、情緒が安定し   

素直であるということもありますが、A君   

にと「ては、いろいろな要し月が働いて平未  

「1J表現がうまく出来なか「たとも考えら   

れます。  

A君が、「亘良表面に出せなかったものに   

ついて、考えてみてくださし、。  

○ 休卜1に仇むことは楽しいことですが、み   

んなが登校をしているし」に欠席をすること   

は、子供にと「て、決して楽しいことでは   

ありません。そこには周囲の人、あるいは   

木人にと「ても分からない深い理由が必ず   

あると考えられます。  

豊松拒否というけ動を適してA君が何を  

訴えようとしているのか、考えていく必要   

があります。  

○ 十唯「」の∠卜後から［］曜Hにかけての什活   

のりズム町継続として、月曜日は登校しに   

くい【1です。また、その他体育などのある   

Hには、ノ∠、ず欠席をするといったケースら   

よくみられます。欠席の11数だけでなく、   

その中身にも注臼してみてください。  

4  



庄こ『1‥i数 百 セ ン タ ー 所 用  節24与」  昭和62年2月  （5）  

廟1」育「「所属1画否  

小学校学級会活動に関する調査研究  

一児童の発言参加を促す「話し合い活動」を中心に－   

広．t：川J教台センター指導斗■チjl二 升 尾 好 博   

兄二・下に選択されていた。また、「光圧がいる   

からほんとうのことが∴えない」が13％もあ   

り、教師の？級会i．手動に対する指導姿勢も、   

発∴を阻む要閃の一つになっている。   

児童かよく発言したと思う議題  

収り【L二げられた議題が児章にと「て必要感   

や切実感があり、しかも「川を」「どうする   

か」が一一読してよくわかるようは表捌にな「   

ている場合、児帝は活発に発■言参加してい る。  

一方、議題が本来教師が指草すべきものや、   

甘ホの年活を規制するものである場；合、発‘言▲   

者は少ない。   

発言参加と議題提出経験  

発テミー泰山と議題提出経験との関連を分析し   

た。その結果、話し合い活動でほとんど発言   

しない児市は、議題を提汁．した経験も少ない   

ことがわかった。   

議題に気づかせる指導  

医12によると、議題を糾したことのない埋   

山では「議題を思いつかない」が71％と什倒   

的に多くな「ている。議題灘にのみ触る指導   

からの脱皮を医1る必要がある。議題に気づか   

せる様々な指導の手だてが、話し合い活動へ   

の意欲的な発言につながるであろう。  

図2 議題を出したことのない理由  

e′も）  

0  謀〕  1〔巾  

高守什になろ ほど．…1し††い所動が倶諸引こな  

ろといわれてし、る。そこで木研究では、兄苗  

の意欲的†ご発「ミ▲参加を促すし活し合い活動の望  

ましし、桁ユ＃のノ」‘向を抹一，た。ここでは発言ミ▲参  

ノ」lと議題との「軋引こついて述べることにする。  

発言参加の現状   

匪11は広日石■立小√ゝ芋校5年什440名に「あ  

なたは話し合し、レ州キ、どのくらい発言してい  

ますか」とたずねた結果である。いつも2～3  

［「†＝、ノ、十発∴する牡賢宇りま19％に過ぎず、43％も  

ほとんど発こ三▲しない軋車がいる。発∴参加は  

話しF↑い溝助の入［lであり、、仁数近くの兄草  

が入［1に達していない点には往目する必要が  

もる。  

図1 発言参加の現状  

しーつも2．3回 その口によってと  ほとんど発言しな  
以上発言すろ きどき発こ；すろ  い  

話し合い活動でほとんど発言しない理由   

ほとんど発「うーしない43％の児－、jJ吏：が意欲的に  

発言‾するようになれげ、話し合い祓立の糸口  

ほつかめる。そこで、ほとんど発まミ▲しないと  

答えた児童（189名）に、発喜一しない理rllを15  

の選択肢を†11意してたずねた。その結果、－上一＿  

付三付は次の通りであった。  

・Fこうだと思うがうまく言えない」 68％  

・「はずかしいので千をあげて∴うのをやめ   

る」  32％  

・「ほかの人に先に喜一われてしまう」 29知   

これ以外にも議題に関する切目が、多数の  

T▼l「 r「l l l I l  
▼、▲－ 

i71  ユニ花超を．ピ、いつかな   

しヽ  

2．講題を止してもと   

りあけてもらえな   
しヽ  
3．rごれかがいれてく   

れろ   

4こLLけl力左ミがない   

5．出すのがめんどう  
▲ノ  ー ■  

H⊥÷w▼m，■＿∵ノ       【．  

広島市教育センター『研究紀要』第6号  

川甘札61年4月発行）参照   



一 所 報  節24号  昭和62叩2目  

教育研究生紹 介  

本年度は22名の先年ちが9月から11月の3か月  

間、当教育センター及ひ在勤校において研修をさ  

れました。今L＝1ほ研ノ光十過と研修のホみを紳介し  

ます。  

課題達成を喜ぷ体育学習   

広島巾立侮林小学校教諭  光 宗 政 明  

運動する喜びを感じる体育学習   

広島市立混ぷ小学校教諭  菊 間 博 明  

思考力の育成をめざす説明文の指導  

J去即行立毘沙門台小学校教諭片 桐 豊 彦  

説明文を確かに読み取らせる指導法のエ夫   

広島市正大州小学校教諭  室 下 峯 子  

商業高校生徒における「敬語」の習 熟に関す  

る研究   

広島市立広島商業高等学校教諭 山 口 恭 子  

技能テストによる技能習得状況の把握   

広島市立柚那ノ」＼学㍑教諭  円福寺 みどり  

音読の指導とその評価について   

広㍍市立「出場中学杖教諭  林  
社会科の思考力を育成するための授業構成は  

いかにあるべきか   

広島市立似島中′学校数諭  森  信 吉  

香代子  

学級会話し合い活動における望ましい結論の  

求め方に関する研究   

広㌫「け、∫∴己斐上小学校教諭 森 宗 寿 博  
パソコンを活用した4年生「面積」の効果的  

な指導法   

広島市立原小学校教諭  亀 宝 悠 二  

量の概念の育成に関する研究   

広島小畑馴、′羊校教諭  三 角 昭 士  

問題行動にかかわる自己認知と他者認知   

広島車上箔≠中学侵教諭  安 部 正 己  

コミュニケーション行動に問題を持つ子供の  

指導に関する研究   

広島市立可闇／」＼学校教諭  佐々木  幸  

知恵遅れの子供の構音指導に関する研究   

広島市立大町小′学校数諭  鵜 野 里 美  

lいじめ問題」克服をめざしての学級経営に  

関する研究   

広島市立原南′ト学校教諭  岸 本 博 芳  

観察・実験を通してやる気を育てる指導法の  

研究   

広島市立黄金lL」小学校教諭 泉 尾 悠紀子  

科学的思考力を育てる指導法の研究   

広島市立江波中学校教諭  竹 原 年 宏  

表現意欲を高めるための指導法の研究   

広島市立臓町小′学校教諭  永 岡 照 美  

変声期における歌唱指導法の研究   

広島市立己斐小学校教諭  林  久 雄  幼児の遊びに関する基礎的研究   

広島市立川内幼稚園教諭  高 木 浄 美  

5歳児の表現力を育てる指導   

広島市立山本幼稚園教諭  横 山 敦 子  

学習意欲を高める絵画指導法の研究   

広島「ト音三和巾学校教諭 Jll辺 幸 子工  

6   
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研修の歩み紹介   ㌔β脚教育研究生からの便り瑚％勒吋  

説明文の指導に自信  

広島巾立大州小学校教諭  室下 峯子   

説削文を砧かに読みとこ）せる丁だて  

として、．r「き込みを収り入れる指導を  

．試みました。【ri二き込みは、一人読みを  

形に表す沌動なので、一声指導の弱ノ責  

を補うことができます。また、児童の  

わからないところがよくみえてきます  

3か朴閃の研修の歩みを僧「iう．に1j：真で  

糾介します。  

▼入所式後、合同研修会  

〟〕で、授業改善にも人変役七ちまし   た
 
 
○
 
 
 

↑Hの研修を通して、．言桝Ij文の朽導  

のありノノ‘がみえてきたよ  す
 
 

ま
 
 
 

し
 
 

‖
山
 
 

，
つ
 
 

よい総会を1－えられ、感謝しています。  

ト
担
当
指
導
主
事
と
指
導
案
の
．
検
討
 
 

こ  

指 導  

の  

手
だ
て
に
基
づ
く
実
践
授
業
 
 
 

㌍教育研究生からの便り  ■
研
究
報
告
会
 
 

より質の高い授業をめざして  

広島「トi止似島［Fl′羊校教諭森 信吉   

今kl］の研修は、記憶中心にな  

りやすい社会科の授業を根本的  

に反省する機会になりました。  

群臣］の十大と質料ク」発掘により、  

学習意欲を高■さ′〕、ノ獣考力を養う  

授業ができることがわかりまし  

た。・多くの≠‡物iこはして、より  

質のホし、授業をめぎすことこそ  

教師の責務です。このことを再  

認識することができました。ノ†；  

当にありがとうどぎいました。「  
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学 童 集 団 疎 開   

戦後は終わったといわれて久しい。だが、  

広占11では、昨年も41年ぶりの同窓会がノ1羊童疎  

開先で千f‾われている。すてに50歳前後になる  

参会者は、その大）－1が疎開中にJらi爆で肉頼を  

失っており、疎開几での思い出だけでなく苦  

しか「た戦後の什活を涙ながらに譜「た。   

戦争による上lユノこの被害者は十りと連だった。  

昭村120年にし剛史芋技3～6年什であ「たイ倶  

連は、集開陳削という異常休験を臆いられた。  

幼く して根元を離れたというだけではない。  

飢えとシラミに悩まされ、佃しみといがみで†  

いにlリ」けけれした幼丁の集川井活であ「た。  

とにかく暖がすき、絵貝や歯暦糊までな鼻′二〕た。  

疎開中に原爆が投卜■され、親の安否をたずね  

て幾夜も泣きあかしたという。   

広島の学童は、榊和20年4月から安佐・両  

県・佐竹・双三・比婆・丁ここいH・世羅描に疎開  

していった。紙の・裏に力、、り刷りされたこの「広  

けrい■川JノIiさギi二疎開慮化要綱」は、ノ、㌢石動用卜」の  

徹底雌化を促したらので、これによって第2  

次ル「汁」が行われたのである。裏紙を性「てい  

るところが、逼迫したチ▲1時ク」斗人況を加美に物  

語「ている。  

かつて広  

ヾ凍っ．け直の疎「井」  

諸   事   学市を受け  
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戦  域合併によ  

「て、広山  

車寸の小′学  

校とな「て  

いる所らあ  

る。   
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「  
．   ノノ   

教育 セ ン タ  － ひ ろ ば   

木年度は巾  

う1∴′学校等の北  

牛ノノの作品に  

加†えて、1」一立  

小学校児≠の  

作品を蝿ホさ  

せていただき  

ました。  

本年度も海外からの数台視察が相次ぎまし  

た。二／j：自は、第5卜りWCCI（教育課打と教  

授のための棋界協議会）伸二界教育大会参加の  

ために光広されたノJ■々です。   

中学校英語科指導講座を受講された先牛ノブ  

と交流されました。  

今年度最後の所報をお届けします。今  

回は、広日直証7校教育研究社特集を組  

んでみました。また、今弓から、「広．㍑廿 

′学校教育史点描」を鮒介していきます。   
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